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労働力調査とは、わが国の就業・不就業の状態を明らかにし、その結果を雇用・

経済対策の検討に役立てる重要な調査です。就業率や、働く意欲はあるが失業して

いる方の割合を示す完全失業率は、この調査結果から算出しています。  

就業率は、就業者数を 15 歳以上人口で割って算出します。グラフに示したとお

り、全国でも山口県でも、ここ３年は就業率が増加しています。  

昨年７月から９月の四半期の就業率をみると、山口県は 58・９％、全国は 60・

８％で、山口県の方が１・９ポイント低いことがわかります。  

完全失業率は完全失業者数を労働力人口（ 15 歳以上人口のうち就業者数＋完全

失業者数）で割って算出します。グラフから、ここ３年の推移は、全国でも山口県

でも、減少しているのがわかります。  

昨年７月から９月の四半期の完全失業率をみると、山口県は１・９％、全国は

２・３％で、山口県の方が０・４ポイント低いことがわかります。  

完全失業率が低いのに就業率が全国より低いということは、山口県では高齢者、

家事労働者、学生などの非労働力人口の割合が多いと考えられます。  

この調査に、２０２０年１月以降に調査を開始する調査区から、インターネット

回答が導入されました。ネット環境が整っていれば、 24 時間いつでもどこからで

もパソコンやスマートフォンなどから回答をすることができます。また、インター

ネット回答の場合、回答の必要がない調査項目は表示されないという利点もありま

す。  

調査対象になられた方は、ぜひインターネット回答にチャレンジしてみませんか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


